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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 事業利益 営業利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

四半期包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第１四半期 630,342 8.2 123,019 0.1 126,287 1.5 99,295 15.5 98,348 15.7 120,764 －

2025年12月期第１四半期 582,840 12.2 122,947 38.2 124,420 35.2 85,967 9.0 84,997 9.8 4,790 △96.9

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第１四半期 186.31 －

2025年12月期第１四半期 158.57 －

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

１株当たり親会社
所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年12月期第１四半期 4,209,195 3,174,033 3,108,077 73.8 5,894.25

2025年12月期 4,197,562 3,099,761 3,033,444 72.3 5,743.73

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 70.00 － 70.00 140.00

2026年12月期 －

2026年12月期（予想） 70.00 － 70.00 140.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上収益 事業利益 営業利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 1,218,000 3.2 173,000 △27.7 175,000 △27.7 131,000 △25.5 128,000 △26.2 243.07

通期 2,520,000 2.1 355,000 △20.4 360,000 △24.9 269,000 △26.5 265,000 △27.0 504.94

１．2026年12月期第１四半期の連結業績（2026年１月１日～2026年３月31日）

（参考）税引前四半期利益　2026年12月期第１四半期　130,226百万円（14.9％）　2025年12月期第１四半期　113,367百万円（13.3％）

（注）事業利益は、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費並びに研究開発費を控除した額に持分法による投資損益を加減算した額であ

り、経常的な収益力を示す指標として採用しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社は2026年２月13日開催の取締役会において、自己株式の取得及び消却について決議いたしました。連結業績予想の「基本的１株当

たり当期利益」については、当該自己株式の取得の影響を考慮しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期１Ｑ 542,988,917株 2025年12月期 542,988,917株

②  期末自己株式数 2026年12月期１Ｑ 15,682,188株 2025年12月期 14,857,548株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期１Ｑ 527,867,392株 2025年12月期１Ｑ 536,011,738株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項については、添付資料P.9「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法について）

　当社は、2026年４月28日（火）に機関投資家、証券アナリスト、報道関係者向けにカンファレンス・コールを開催

する予定です。その模様及び説明内容（音声）については、当日使用する決算説明資料とともに、開催後速やかに当

社ホームページに掲載する予定です。
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前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減額 増減率

売上収益 582,840 630,342 47,502 8.2%

研究開発費投資前事業利益 201,330 205,120 3,790 1.9%

事業利益 122,947 123,019 71 0.1%

営業利益 124,420 126,287 1,866 1.5%

税引前四半期利益 113,367 130,226 16,859 14.9%

四半期利益 85,967 99,295 13,328 15.5%

親会社の所有者に帰属する

四半期利益
84,997 98,348 13,350 15.7%

研究開発費 78,382 82,101 3,718 4.7%

減損損失 93 288 195 210.4%

１．経営成績等の概況

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）当四半期の経営成績の概況

＜当第１四半期連結累計期間における業績の概要＞

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、経常的な収益力を示す指標として事業利益を採用しております。

　事業利益とは、売上収益から売上原価、販売費及び一般管理費並びに研究開発費を控除した額に持分法による投

資損益を加減算した額であります。

（単位：百万円）

　大塚グループは、健康に関する未充足あるいは潜在的なニーズや課題を見出し、その解決に向け、新たな健康観

や行動変容を社会に提案しています。人々の健康ニーズが、身体的、精神的な側面から、社会的にも満たされた状

態であるWell-beingへと進化するなか、疾患の治療から診断、予防、健康維持・増進に至るまで、健康を支える幅

広い事業領域の製品・サービスの創出・提供に留まらず、日々の暮らしにおける新たな選択肢や適切な情報の提

供、地域との共創等にも取り組み、一人ひとりの健康、そしてその先にあるその人らしい“生き方”に寄り添う価

値を届ける企業を目指しています。

　当第１四半期連結累計期間の売上収益は、すべての事業セグメントで増収となり、630,342百万円（前年同四半

期比8.2%増）となりました。主な要因は、医療関連事業において、第４次中期経営計画の成長ドライバーとして位

置付けた抗精神病薬「レキサルティ」、抗悪性腫瘍剤「ロンサーフ」の『コア２』製品に加え、持続性注射剤「エ

ビリファイ メンテナ/エビリファイ アシムトファイ」、2025年に上市した抗APRIL抗体「ボイザクト（一般名：シ

ベプレンリマブ）」及びロイヤリティ収入の増加、並びに2025年５月より米国で輸液事業を新たに開始したこと等

によるものです。また、ニュートラシューティカルズ関連事業においても、成長ドライバーとして設定した３つの

社会課題別カテゴリー全てが成長したことから売上収益は増加しました。

　研究開発費投資前事業利益は、205,120百万円（同1.9%増）となりました。主な要因は、売上収益の増加に伴う

売上総利益の増加等です。

　研究開発費は、82,101百万円（同4.7%増）となりました。開発品目では『ネクスト８』製品である、新規抗精神

病薬ウロタロント、血液がんの治療薬として開発中のASTX030に加え、フェニルケトン尿症治療薬として開発中の

repinatrabit等の開発費が増加しました。

　順調な売上成長により、事業利益は123,019百万円（同0.1%増）と増益となりました。

　営業利益は事業利益の増加に伴い126,287百万円（同1.5%増）となりました。

　なお、四半期利益は99,295百万円（同15.5%増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は98,348百万円（同

15.7%増）となりました。
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医療関連

事業

ニュートラシュ

ーティカルズ

関連事業

消費者

関連事業

その他

の事業
調整額 連結

売上収益 453,822 138,935 7,924 30,498 △838 630,342

事業利益 114,307 15,875 5,398 2,657 △15,219 123,019

医療関連

事業

ニュートラシュ

ーティカルズ

関連事業

消費者

関連事業

その他

の事業
調整額 連結

売上収益 417,826 131,355 7,385 27,068 △796 582,840

事業利益 116,461 15,031 4,777 1,554 △14,876 122,947

　セグメント別の業績の概況は、以下のとおりです。

当第１四半期連結累計期間の事業セグメント別売上収益及び事業利益

（単位：百万円）

（参考－前第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

（医療関連事業）

　当第１四半期連結累計期間における売上収益は453,822百万円（前年同四半期比8.6%増）、事業利益は114,307

百万円（同1.9%減）となりました。

＜主要製品の状況＞

・抗精神病薬「レキサルティ」

　米国では、大うつ病及びアルツハイマー型認知症に伴うアジテーションに関する継続的な疾患啓発活動並び

に情報提供活動の強化により処方数が伸長しました。日本では、統合失調症及びうつ病・うつ状態の効能に加

え、アルツハイマー型認知症に伴うアジテーション
*１
に関する情報提供活動を継続して行ったことにより処方

が拡大しました。これらの結果、売上収益は94,956百万円（前年同四半期比25.5%増）となりました。

*１ 日本の添付文書上の効能・効果は「アルツハイマー型認知症に伴う焦燥感、易刺激性、興奮に起因する、過活動又は攻撃的

言動」

・抗悪性腫瘍剤「ロンサーフ」

　米国では、大腸がんに対するベバシズマブ併用療法の認知向上に伴い処方数が伸長しました。売上収益は

25,766百万円（前年同四半期比6.2%増）となりました。

・アリピプラゾール持続性注射剤（１カ月製剤）「エビリファイ メンテナ」

　米国と日本では、双極Ⅰ型障害及び統合失調症に対する継続した情報提供活動により、売上収益は63,018百

万円（前年同四半期比12.8%増）となりました。

・アリピプラゾール持続性注射剤（２カ月製剤）「エビリファイ アシムトファイ」

　米国と欧州では、製品の有用性に関する情報提供活動に加え、アリピプラゾール持続性注射剤（１カ月製

剤）「エビリファイ メンテナ」等からの切り替えが進展した結果、処方数が伸長し、大幅増収となりました。

これらの結果、売上収益は12,273百万円（前年同四半期比59.4%増）となりました。
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・V2-受容体拮抗剤「サムスカ/ジンアーク」

　米国では、2025年４月に常染色体優性多発性のう胞腎（ADPKD）治療薬としての独占販売期間が終了し、後

発医薬品が発売されたことにより、減収となりました。売上収益は42,741百万円（前年同四半期比44.7%減）

となりました。

・抗APRIL抗体「ボイザクト」

　米国では、2025年11月に成人のIgA腎症治療薬として迅速承認を受け、処方は好調に推移しました。売上収

益は4,657百万円となりました。

（ニュートラシューティカルズ関連事業）

　当第１四半期連結累計期間における売上収益は138,935百万円（前年同四半期比5.8%増）、事業利益は15,875

百万円（同5.6%増）となりました。

＜社会課題別カテゴリーの状況＞

・For Climate & Environmental Risk（気候及び環境リスク）

　水分・電解質補給飲料「ポカリスエット」は、前年同四半期比で増収となりました。海外では、ブランド価

値向上に対する取り組みが奏功し、販売数量が堅調に推移、中でもフィリピンとベトナムで販売数量が大幅に

伸長しました。また、欧州を中心に健康食品を展開するニュートリション エ サンテ社では、「ジェルブレ」

等の主力製品の販売が堅調に推移したことや為替の影響もあり、増収となりました。これらの結果、当カテゴ

リーの売上収益は45,953百万円（前年同四半期比9.0%増）となりました。

・For Women’s Health（女性の健康）

　日本では、「エクエル」について、女性の健康をテーマとした啓発活動やセミナー開催等を通じて認知が拡

がり、新規顧客獲得が寄与したことから増収となりました。これらの結果、当カテゴリーの売上収益は15,317

百万円（前年同四半期比6.7%増）となりました。

・For Healthier Life（ヘルシアーライフ）

　ファーマバイト社のサプリメント「ネイチャーメイド」は、サイエンス、イノベーション、品質の３つのコ

アバリューを柱に製品の開発・展開をしています。米国では、主力製品の販売が引き続き堅調に推移しまし

た。日本では大塚製薬が酸素に着目した新製品「/zeroz（ゼロズ）」を開発し、2026年３月に発売しました。

当カテゴリーの売上収益は61,339百万円（前年同四半期比5.5%増）となりました。

[カテゴリーを構成する製品]

For Climate & Environmental Risk｜ポカリスエット、OS-1、デイヤ、ニュートリション エ サンテ社ブラン

ド

For Women’s Health｜エクエル、ボナファイド、ユコラ、コスメディクス
*２
（インナーシグナル、サクラ

エ）

For Healthier Life｜ネイチャーメイド、メガフード、カロリーメイト、/zeroz（ゼロズ)

*２ Cosmedics（健粧品）＝cosmetics(化粧品) ＋ medicine(医薬品)

（消費者関連事業）

　当第１四半期連結累計期間における売上収益は7,924百万円（前年同四半期比7.3%増）、事業利益は5,398百万

円（同13.0%増）となりました。

　「クリスタルガイザー」は、製品の安全性・品質に関する情報発信を継続したことに加え、eコマースを中心

とした販売が堅調に推移し、販売数量が伸長しました。ビタミン炭酸飲料「マッチ」は、「マッチビタミンみか

ん」の通年展開による販売拡大に加え、高校生を中心とした認知向上及び飲用経験促進施策が奏功し、販売数量

が伸長しました。
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（その他の事業）

　当第１四半期連結累計期間における売上収益は30,498百万円（前年同四半期比12.7%増）、事業利益は2,657百

万円（同71.0%増）となりました。

　機能化学品分野は、グローバル市場を中心に自動車や電子機器向けの出荷が堅調に推移し、増収となりまし

た。

　運輸・倉庫分野は、医薬品共同物流の拡大や新規外販受託の獲得により、増収となりました。

※ その他、製品別の売上収益等につきましては、決算補足資料（ファクトブック）をご参照ください。

https://www.otsuka.com/jp/ir/library/materials.html
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領域 開発コード 製品名 一般名 エリア 対象・適応症 状況
*

精神・

神経領域

OPC-214870 ― ― 米国 てんかん 開発戦略上、開発を中止

SEP-363856 ― ウロタロント 米国 大うつ病 開発戦略上、開発を中止

がん領域 TAS1553 ― ― 米国 急性骨髄性白

血病

開発戦略上、開発を中止

その他領域 ISIS 721744 Dawnzera donidalorsen 欧州 遺伝性血管性

浮腫

2026年１月、承認取得

4D-150 ― zunibergene

rocparvovec

日本 新生血管型加

齢黄斑変性

フェーズⅢ試験を実施中

＜当四半期連結累計期間における研究開発活動の内容及び成果＞

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費は、82,101百万円です。

　主な研究開発分野及び新製品の開発のセグメント別の状況は、次のとおりです。

(医療関連事業)

　当社グループは、「顕在化しているが満たされない医療上のニーズ」をテーマに、精神・神経、がん、自己免

疫、希少疾患領域を重点領域として、研究開発を進めています。

　医療関連事業における研究開発費は、77,826百万円です。

　当第１四半期連結累計期間の医療関連事業における研究開発の主な進捗状況は、以下のとおりです。

* 米国・欧州における承認申請は、当局へ承認申請、あるいは当局による申請受理を意味します。それ以外の国・地域では当局に承認申請を

提出したことを意味します

(ニュートラシューティカルズ関連事業)

　当事業においては、医療関連事業で培ったノウハウを活かし、人々の健康の維持・増進と社会全体のWell-

beingを目指し、社会課題の解決につながる科学的根拠に基づいた独創的な製品の研究開発に取り組んでいます。

　ニュートラシューティカルズ関連事業における研究開発費は、2,815百万円です。

(消費者関連事業)

　当事業においては、食品事業、飲料事業を中核とし、生活に身近な食と健康をテーマに革新的な製品の研究開

発に取り組んでいます。

　消費者関連事業における研究開発費は、154百万円です。

(その他の事業)

　当事業においては、独自技術を基盤に、有機、無機の合成技術を主体とした新製品や次世代分野の研究開発を

行っています。

　その他の事業における研究開発費は、1,304百万円です。
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前連結会計年度

（2025年12月31日）

当第１四半期連結会計期間

（2026年３月31日）
増減額

流動資産 1,622,006 1,600,241 △21,764

非流動資産 2,575,556 2,608,953 33,396

資産合計 4,197,562 4,209,195 11,632

流動負債 749,112 686,115 △62,996

非流動負債 348,688 349,045 356

負債合計 1,097,801 1,035,161 △62,640

資本合計 3,099,761 3,174,033 74,272

（２）当四半期の財政状態の概況

① 資産、負債及び資本の状況

（単位：百万円）

a. 資産

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は4,209,195百万円（前連結会計年度末は4,197,562百万円）とな

り、11,632百万円増加しました。その内訳は、流動資産が21,764百万円の減少、非流動資産が33,396百万円の増

加であります。

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,600,241百万円（前連結会計年度末は1,622,006百万円）

となり、21,764百万円減少しました。前連結会計年度末と比べ、現金及び現金同等物が3,651百万円、棚卸資産

が15,357百万円増加しましたが、売上債権及びその他の債権が33,405百万円、その他の金融資産が7,659百万円

減少しました。

（非流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における非流動資産は2,608,953百万円（前連結会計年度末は2,575,556百万

円）となり、33,396百万円増加しました。前連結会計年度末と比べ、有形固定資産が5,144百万円、のれんが

9,149百万円、持分法で会計処理されている投資が7,259百万円、繰延税金資産が12,001百万円増加しました。

b. 負債

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は1,035,161百万円（前連結会計年度末は1,097,801百万円）と

なり、62,640百万円減少しました。その内訳は、流動負債が62,996百万円の減少、非流動負債が356百万円の増

加であります。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は686,115百万円（前連結会計年度末は749,112百万円）とな

り、62,996百万円減少しました。前連結会計年度末と比べ、仕入債務及びその他の債務が29,526百万円、社債

の償還があったこと等により社債及び借入金が31,896百万円、その他の金融負債が5,992百万円減少しました。

（非流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における非流動負債は349,045百万円（前連結会計年度末は348,688百万円）と

なり、356百万円増加しました。

c. 資本

　当第１四半期連結会計期間末における資本は3,174,033百万円（前連結会計年度末は3,099,761百万円）とな

り、74,272百万円増加しました。資本効率の向上及び株主還元のための自己株式取得により、自己株式が前連結

会計年度末と比べ8,442百万円増加し、また、配当金の支払い36,969百万円がありましたが、親会社の所有者に

帰属する四半期利益98,348百万円の計上等により利益剰余金が61,626百万円、主として為替の影響によりその他

の資本の構成要素が21,237百万円増加しました。
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前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 105,427 108,882 3,455

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,080 △22,396 58,684

財務活動によるキャッシュ・フロー △29,633 △84,620 △54,987

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,286 1,865 7,152

現金及び現金同等物の期首残高 426,173 534,645 108,471

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,390 1,785 15,175

現金及び現金同等物の期末残高 407,496 538,296 130,800

② キャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は538,296百万円となり、前連結会計年度末よ

り3,651百万円増加しました。当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、108,882百万

円となりました。一方で、将来の持続的成長に向けて、医療関連事業及びニュートラシューティカルズ関連事業

を中心に設備投資等を行ったこと等により、投資活動によるキャッシュ・フローは、△22,396百万円となりまし

た。また、資本効率の向上及び株主還元のため、自己株式の取得を行うとともに、社債の償還、リース負債の返

済、配当金の支払いを行ったことにより、財務活動によるキャッシュ・フローは、△84,620百万円となりまし

た。

　これらの結果、営業活動によるキャッシュ・イン・フローは、投資活動及び財務活動を合わせたキャッシュ・

アウト・フローを上回り、現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より増加し、538,296百万円となりま

した。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、108,882百万円（前年同四半期比3,455百万円増）となりました。

　当第１四半期連結累計期間の主な内容は、税引前四半期利益130,226百万円、減価償却費及び償却費30,371百

万円、棚卸資産の増減額△13,502百万円、売上債権及びその他の債権の増減額38,667百万円、仕入債務及びそ

の他の債務の増減額△25,362百万円、法人所得税等の支払額△34,404百万円となっております。前年同四半期

と比べ、仕入債務及びその他の債務の増減額が23,906百万円減少となり、法人所得税等の支払額が10,683百万

円増加した一方で、医療関連事業及びニュートラシューティカルズ関連事業をはじめとして、すべてのセグメ

ントでの増収が業績を牽引し、税引前四半期利益が16,859百万円増加し、売上債権及びその他の債権の増減額

が23,768百万円増加となったこと等により、3,455百万円増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、△22,396百万円（同58,684百万円支出減）となりました。

　当第１四半期連結累計期間の主な内容は、有形固定資産の取得による支出△25,155百万円、無形資産の取得

による支出△8,135百万円、定期預金の増減額9,704百万円等であります。前年同四半期は、アラリス社の買収

による子会社の取得による支出△56,609百万円がありましたが、当第１四半期連結累計期間においては子会社

の取得がなかったことから、58,684百万円の支出減少となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、△84,620百万円（同54,987百万円支出増）となりました。

　当第１四半期連結累計期間の主な内容は、自己株式の取得による支出△8,442百万円、社債の償還による支出

△30,000百万円、リース負債の返済による支出△6,273百万円、配当金の支払額△37,496百万円であります。前

年同四半期と比べ、自己株式の取得による支出が50,634百万円減少しましたが、短期借入金の増減額が増加か

ら減少となり、さらに社債の償還を行ったことから、54,987百万円の支出増加となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年２月13日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はありませ

ん。

　なお、中東情勢の影響により一部製品・原材料の輸送遅延やコスト上昇懸念はあるものの、在庫確保や代替調達

により、現時点でグループ全体の業績への影響は限定的です。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2025年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2026年３月31日）

資産

流動資産

現金及び現金同等物 534,645 538,296

売上債権及びその他の債権 565,990 532,584

棚卸資産 374,323 389,680

未収法人所得税 4,326 4,783

その他の金融資産 34,354 26,695

その他の流動資産 105,712 107,181

（小計） 1,619,352 1,599,223

売却目的で保有する資産 2,653 1,018

流動資産合計 1,622,006 1,600,241

非流動資産

有形固定資産 696,808 701,952

のれん 509,984 519,133

無形資産 574,134 574,396

持分法で会計処理されている投資 359,036 366,296

その他の金融資産 223,003 222,582

繰延税金資産 185,009 197,010

その他の非流動資産 27,580 27,580

非流動資産合計 2,575,556 2,608,953

資産合計 4,197,562 4,209,195

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2025年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2026年３月31日）

負債及び資本

負債

流動負債

仕入債務及びその他の債務 225,562 196,035

社債及び借入金 39,150 7,254

リース負債 21,906 22,415

その他の金融負債 10,215 4,223

未払法人所得税 39,895 42,929

引当金 1,077 1,138

契約負債 11,331 13,527

その他の流動負債 399,972 398,590

流動負債合計 749,112 686,115

非流動負債

社債及び借入金 87,856 87,566

リース負債 79,063 77,392

その他の金融負債 68,045 72,764

未払法人所得税 2,109 －

退職給付に係る負債 12,574 11,129

引当金 3,944 4,018

契約負債 26,025 24,110

繰延税金負債 33,593 33,748

その他の非流動負債 35,474 38,314

非流動負債合計 348,688 349,045

負債合計 1,097,801 1,035,161

資本

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 81,690 81,690

資本剰余金 428,044 428,255

自己株式 △85,186 △93,628

利益剰余金 2,205,740 2,267,366

その他の資本の構成要素 403,154 424,392

親会社の所有者に帰属する持分合計 3,033,444 3,108,077

非支配持分 66,317 65,956

資本合計 3,099,761 3,174,033

負債及び資本合計 4,197,562 4,209,195
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年３月31日)

売上収益 582,840 630,342

売上原価 △156,647 △174,090

売上総利益 426,193 456,251

販売費及び一般管理費 △232,495 △259,493

持分法による投資利益 7,632 8,362

研究開発費 △78,382 △82,101

減損損失 △93 △288

その他の収益 2,145 4,327

その他の費用 △579 △771

営業利益 124,420 126,287

金融収益 2,692 5,983

金融費用 △13,745 △2,043

税引前四半期利益 113,367 130,226

法人所得税費用 △27,399 △30,930

四半期利益 85,967 99,295

四半期利益の帰属

親会社の所有者 84,997 98,348

非支配持分 969 946

四半期利益 85,967 99,295

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 158.57 186.31

希薄化後１株当たり四半期利益（円） － －

（２）要約四半期連結損益計算書
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年１月１日

　至　2026年３月31日)

四半期利益 85,967 99,295

　

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

確定給付制度の再測定 △326 101

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融

資産
△6,155 △2,608

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対する

持分
36 145

（小計） △6,445 △2,361

　

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △65,887 23,624

キャッシュ・フロー・ヘッジ 22 △14

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対する

持分
△8,866 219

（小計） △74,731 23,830

その他の包括利益合計 △81,177 21,468

四半期包括利益 4,790 120,764

　

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 5,593 119,833

非支配持分 △803 930

四半期包括利益 4,790 120,764

（３）要約四半期連結包括利益計算書
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（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の資本の構成要素

確定給付制
度の再測定

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

2025年１月１日残高 81,690 478,486 △67,398 1,904,404 － 39,323

四半期利益 － － － 84,997 － －

その他の包括利益 － － － － △287 △6,080

四半期包括利益 － － － 84,997 △287 △6,080

自己株式の取得 － － △59,076 － － －

配当金 － － － △32,225 － －

株式報酬取引 － 321 － － － －

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替
－ － － △282 287 △5

所有者との取引額等合計 － 321 △59,076 △32,507 287 △5

2025年３月31日残高 81,690 478,808 △126,475 1,956,894 － 33,237

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素

合計在外営業活
動体の換算
差額

キャッシュ・
フロー・ヘッ
ジ

合計

2025年１月１日残高 297,086 △11 336,397 2,733,580 44,584 2,778,165

四半期利益 － － － 84,997 969 85,967

その他の包括利益 △73,058 22 △79,404 △79,404 △1,772 △81,177

四半期包括利益 △73,058 22 △79,404 5,593 △803 4,790

自己株式の取得 － － － △59,076 － △59,076

配当金 － － － △32,225 △1,189 △33,415

株式報酬取引 － － － 321 － 321

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替
－ － 282 － － －

所有者との取引額等合計 － － 282 △90,980 △1,189 △92,170

2025年３月31日残高 224,027 10 257,275 2,648,193 42,591 2,690,785

（４）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間（自　2025年１月１日　至　2025年３月31日）

- 14 -

大塚ホールディングス株式会社　（4578）　　2026年12月期　第１四半期決算短信



（単位：百万円）

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の資本の構成要素

確定給付制
度の再測定

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

2026年１月１日残高 81,690 428,044 △85,186 2,205,740 － 47,691

四半期利益 － － － 98,348 － －

その他の包括利益 － － － － 244 △2,533

四半期包括利益 － － － 98,348 244 △2,533

自己株式の取得 － － △8,442 － － －

配当金 － － － △36,969 － －

株式報酬取引 － 359 － － － －

支配継続子会社に対する持分変動 － △148 － － － －

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替
－ － － 247 △244 △2

所有者との取引額等合計 － 210 △8,442 △36,722 △244 △2

2026年３月31日残高 81,690 428,255 △93,628 2,267,366 － 45,155

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 資本合計
その他の資本の構成要素

合計在外営業活
動体の換算
差額

キャッシュ・
フロー・ヘッ
ジ

合計

2026年１月１日残高 355,461 1 403,154 3,033,444 66,317 3,099,761

四半期利益 － － － 98,348 946 99,295

その他の包括利益 23,787 △14 21,484 21,484 △16 21,468

四半期包括利益 23,787 △14 21,484 119,833 930 120,764

自己株式の取得 － － － △8,442 － △8,442

配当金 － － － △36,969 △1,213 △38,183

株式報酬取引 － － － 359 － 359

支配継続子会社に対する持分変動 － － － △148 △77 △225

その他の資本の構成要素から利益剰

余金への振替
－ － △247 － － －

所有者との取引額等合計 － － △247 △45,200 △1,291 △46,491

2026年３月31日残高 379,249 △12 424,392 3,108,077 65,956 3,174,033

当第１四半期連結累計期間（自　2026年１月１日　至　2026年３月31日）
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（単位：百万円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2025年１月１日

　至　2025年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 113,367 130,226

減価償却費及び償却費 27,136 30,371

減損損失及びその戻入益 93 288

持分法による投資損益（△は利益） △7,632 △8,362

金融収益 △2,692 △5,983

金融費用 13,745 2,043

棚卸資産の増減額（△は増加） △17,663 △13,502

売上債権及びその他の債権の増減額（△は増加） 14,899 38,667

仕入債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △1,456 △25,362

その他 △12,974 △8,021

（小計） 126,823 140,366

利息及び配当金の受取額 3,261 4,018

利息の支払額 △936 △1,097

法人所得税等の支払額 △23,720 △34,404

営業活動によるキャッシュ・フロー 105,427 108,882

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 56 3,009

有形固定資産の取得による支出 △20,090 △25,155

無形資産の取得による支出 △9,026 △8,135

投資の売却及び償還による収入 86 13

投資の取得による支出 △3,080 △1,694

子会社の取得による支出 △56,609 －

定期預金の増減額（△は増加） 7,576 9,704

その他 7 △138

投資活動によるキャッシュ・フロー △81,080 △22,396

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △59,076 △8,442

短期借入金の増減額（△は減少） 68,448 △1,547

長期借入れによる収入 － 201

長期借入金の返済による支出 △546 △837

社債の償還による支出 － △30,000

リース負債の返済による支出 △5,555 △6,273

配当金の支払額 △32,903 △37,496

非支配持分からの子会社持分取得による支出 － △225

財務活動によるキャッシュ・フロー △29,633 △84,620

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,286 1,865

現金及び現金同等物の期首残高 426,173 534,645

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,390 1,785

現金及び現金同等物の期末残高 407,496 538,296

（５）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（６）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）

要約四半期
連結損益計
算書

医療関連
事業

ニュートラ
シューティ
カルズ関連

事業

消費者
関連事業

その他の
事業

合計

売上収益

外部顧客への売上収益 417,826 131,348 7,380 26,284 582,840 － 582,840

セグメント間の内部売
上収益又は振替高

－ 6 5 784 796 △796 －

計 417,826 131,355 7,385 27,068 583,636 △796 582,840

セグメント利益 116,570 15,584 5,191 1,799 139,145 △14,725 124,420

（事業セグメント）

(1) 報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

　当社は持株会社として、グループ戦略の立案・決定、グループ経営のモニタリング機能を果たすとともに、

グループ会社に対して、各種共通サービスの提供を行っており、事業活動は、当社傘下の子会社及び関連会社

が展開しております。

　当社グループは、事業の核をヘルスケアにおいて、国内・海外で医療関連、ニュートラシューティカルズ関

連、消費者関連及びその他の事業活動を展開しており、「医療関連事業」、「ニュートラシューティカルズ関

連事業」、「消費者関連事業」及び「その他の事業」の４つを報告セグメントとしております。

　「医療関連事業」は、治療薬及び輸液等を生産及び販売しております。「ニュートラシューティカルズ関連

事業」は、機能性飲料等、医薬部外品及び栄養補助食品等を生産及び販売しております。「消費者関連事業」

は、ミネラルウォーター、嗜好性飲料及び食品等を生産及び販売しております。「その他の事業」は、倉庫・

運送事業の他、機能化学品及び電子機器等を生産及び販売しております。

(2) 報告セグメントの売上収益及び業績

　当社グループの報告セグメントごとの売上収益及び業績は、以下のとおりであります。

　報告セグメントの利益は、営業利益に基づく数値であります。

　セグメント間の内部売上収益及び振替高は市場実勢価格に基づいて算定した合理的な内部振替価格によって

おります。

前第１四半期連結累計期間（自　2025年１月１日　至　2025年３月31日）

（注）セグメント利益の調整額△14,725百万円には、セグメント間取引消去△149百万円、各セグメントに配賦してい

ない全社費用△15,085百万円、その他の収益509百万円が含まれております。全社費用は、本社等の間接部門に

係る費用であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）

要約四半期
連結損益計
算書

医療関連
事業

ニュートラ
シューティ
カルズ関連

事業

消費者
関連事業

その他の
事業

合計

売上収益

外部顧客への売上収益 453,822 138,925 7,917 29,676 630,342 － 630,342

セグメント間の内部売
上収益又は振替高

－ 10 6 821 838 △838 －

計 453,822 138,935 7,924 30,498 631,181 △838 630,342

セグメント利益 115,495 15,783 5,642 2,925 139,846 △13,559 126,287

当第１四半期連結累計期間（自　2026年１月１日　至　2026年３月31日）

（注）セグメント利益の調整額△13,559百万円には、セグメント間取引消去△161百万円、各セグメントに配賦してい

ない全社費用△15,520百万円、その他の収益2,122百万円が含まれております。全社費用は、本社等の間接部門

に係る費用であります。
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被取得企業の名称 Transcend Therapeutics, Inc.

事業の内容 医薬品の研究開発

（追加情報）

Transcend Therapeutics, Inc.の買収について

　当社の連結子会社である大塚製薬株式会社（以下「大塚製薬」）とTranscend Therapeutics, Inc.（以下「ト

ランセンド社」）は、2026年３月27日（米国時間）、大塚製薬の100%子会社である大塚アメリカInc.（以下

「OAI社」）を通じて、トランセンド社を完全子会社化（以下「本買収」）することについて合意し、契約を締

結しました。

本買収の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

(2) 本買収を行う主な理由

　大塚製薬は、1970年代より精神・神経領域に注力し、統合失調症、双極性障害、うつ病、心的外傷後スト

レス障害（PTSD）等、依然として治療選択肢が十分でない疾患に対して新たな治療手段の提供に取り組んで

きました。近年は、精神疾患における次世代治療薬の創出を目指し、革新的なセロトニン5-HT2Aアゴニスト

創製技術を有する Mindset Pharma, Inc.を買収する等、グローバルな提携・協業ネットワークを広げつつ、

将来の治療オプション拡充に向けた連携を積極的に深化させています。

　トランセンド社は2021年に設立された、精神・神経疾患に対する迅速作用型治療薬の開発を進めるバイオ

テクノロジー企業です。同社が開発する「TSND-201」は、メチロン（methylone）を有効成分とする迅速作用

型のニューロプラストゲン（脳内ニューロンの神経可塑性を誘導する化合物）で、PTSD等を対象とした治療

薬候補として開発が進められています。米国では、PTSDの年間有病者数が1,300万人以上に上ると推計されて

いますが、この約25年間、新たな治療薬は承認されておらず、依然として大きなアンメットニーズが存在し

ています。

　今回、TSND-201という、大塚製薬が既に保有している薬剤や開発品とは作用機序の異なる新規開発品を獲

得することで、精神・神経領域におけるポートフォリオ拡大がさらに加速します。特に米国においてはPTSD

の有病者数が非常に多いにも関わらず、治療選択肢は心理療法と抗うつ薬に限られており、効果と安全性が

科学的に裏付けられた新たな治療選択肢が求められています。大塚製薬はトランセンド社をグループに迎え

ることで、精神・神経領域におけるグローバルリーダーとして、PTSDを含む次世代治療薬の開発を加速し、

治療選択肢のさらなる拡充を目指します。

(3) 取得日

　本買収は、今後必要な手続等を経て、2026年度第２四半期中に完了する予定です。

(4) 被取得企業の支配獲得の方法及び取得する議決権付資本持分割合

　当社の連結子会社であるOAI社を通じて、現金及び将来のマイルストーンの支払いを対価としてトランセン

ド社の議決権付株式を100%取得する予定です。

(5) 支払予定対価

　合意内容に基づき、大塚製薬は、OAI社を通じて、トランセンド社株主に対し、本買収完了時に700百万米

ドルを支払うとともに、売上収益に応じたマイルストーン達成時のアーンアウト対価として最大525百万米ド

ルを支払う可能性があります。
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